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【お問い合わせ先】 

事務局長 俊成雅直 ℡：997-2189 ﾒｰﾙ：airando-matsuyama@rhythm.ocn.ne.jp 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松
山
離
島
振
興
協
会
が
、
平
成
十
八
年
度
に
引
き
続
き
、
採
択
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
松
山
市
の
「
坂
の
上
の
雲
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
支

援
事
業
」
に
お
い
て
、
今
年
度
は
十
月
、
２
回
に
亘
り
、『
秋
の
島
め
ぐ
り

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
』
と
題
し
た
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
を
変
え
、「
忽
那
諸
島
西
方

の
４
島
を
盛
り
沢
山
の
行
程
で
め
ぐ
る
コ
ー
ス
」
と
、
「
毎
年
四
月
二
十
・

二
十
一
日
に
【
島
四
国
】
を
開
催
し
て
い
る
興
居
島
の
お
四
国
参
り
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
堪
能
す
る
コ
ー
ス
」
の
２
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
も
の
で
す
。 

 

十
月
七
日
、
日
曜
日
、
旧
松
山
市
内
の
秋
祭
り
の
日
に
開
催
し
た
「
４
島

め
ぐ
り
」
の
コ
ー
ス
に
は
、
百
三
十
人
余
の
み
な
さ
ん
が
参
加
。
参
加
の
み

な
さ
ん
方
は
、
島
な
ら
で
は
の
勇
壮
な
お
祭
り
ム
ー
ド
に
酔
い
し
れ
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
の
情
景
の
違
い
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
３
週
後
の
十
月
二
十
七
日
、
土
曜
日
に
は
、
定
期
航
路
を
使
っ
て

の
「
興
居
島
【
島
四
国
】
コ
ー
ス
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
百
三
十
人
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
３
班
に
分
か
れ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

順
に
由
良
・
泊
港
周
辺
を
中
心
と
し
た
札
所
を
自
ら
の
足
で
め
ぐ
っ
て
い
た

だ
い
た
ほ
か
、
島
内
各
所
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
を
バ
ス
２
台
で
ご
案
内
し
ま
し

た
の
で
、
み
な
さ
ん
に
は
、
気
持
ち
の
良
い
秋
風
の
中
、
ゆ
っ
た
り
と
癒
し

の
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

松
山
離
島
振
興
協
会
で
は
、
来
年
度
、
「
中
島
を
満
喫
い
た
だ
け
る
コ
ー

ス
」
を
実
施
す
る
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
期
待
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

秋の風吹く興居島で『お四国参り』を満喫した参加者のみなさん

興 

居ご
ご

島し
ま

の 

お
四
国
参
り 

茜
雲 
 

 

し
ま
二
朗



   
 
 

実況 
 

密着 
 

「島をたしなむ」つもりで 忽那諸島の魅力を体感！ 
秋祭りに合わせ開催したクルージング『忽那西方４島をめぐる盛り沢山コース』で

は、フェリーを借り上げ、各島の魅力をいいとこ取りで満喫いただきました。 

 

 
また、『興居島【島四国】を堪能するコース』は、歴史ある興居島のおせったいに

ふれる旅となり、自然と癒し文化の融合に、みなさん大満足のご様子でした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
十
九
年
十
月
七
日
、
松
山
地
方
の
秋

祭
り
が
市
内
各
所
で
開
催
さ
れ
る
中
、
『
忽

那
西
方
４
島
を
め
ぐ
る
盛
り
沢
山
コ
ー
ス
』

は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
「
島

の
祭
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、
怒
和
島 

上

怒
和
地
区
の
獅
子
舞
、
津
和
地
島
の
だ
ん
じ

り
を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
め
る
よ
う
祭
運
行
の

時
間
帯
に
合
わ
せ
企
画
し
た
も
の
で
、
み
な

さ
ん
に
は
島
な
ら
で
は
の
秋
祭
り
を
じ
っ

く
り
と
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

一
行
が
ま
ず
最
初
に
訪
れ
た
の
は
怒
和

島
。
港
で
は
今
年
宮
総
代
を
務
め
る
松
山
離

島
振
興
協
会
の
田
中
会
長
が
羽
織
袴
姿
で

お
出
迎
え
。
雌
獅
子
の
舞
と
、
島
に
伝
わ
る

獅
子
退
治
の
神
楽
を
見
学
し
ま
し
た
。
次
の

二
神
島
で
は
島
出
身
の
画
家 

二
神
司
朗
さ

ん
の
一
日
だ
け
の
美
術
展
を
鑑
賞
の
後
、
お

楽
し
み
の
昼
食
。
ま
た
午
後
か
ら
は
、
津
和

地
の
勇
壮
な
だ
ん
じ
り
に
参
加
し
祭
の
興

奮
に
酔
い
し
れ
、
最
後
の
釣
島
で
灯
台
と
旧

官
舎
、
海
水
淡
水
化
装
置
を
見
学
す
る
な

ど
、
忽
那
西
方
４
島
を
ま
さ
に
盛
り
沢
山
の

メ
ニ
ュ
ー
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

同
二
十
七
日
、
土
曜
日
に
は
、『
興
居
島

【
島
四
国
】
を
堪
能
す
る
コ
ー
ス
』
を
開

催
。
定
期
航
路
を
利
用
し
た
、
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
ウ
ォ
ー
ク
型
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を

実
施
し
ま
し
た
。
特
に
札
所
が
集
中
す
る

由
良
港
周
辺
と
泊
港
周
辺
間
を
メ
ー
ン
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
、
そ
の
他
島

内
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
チ
ャ
ー
タ
ー

バ
ス
に
分
乗
し
て
め
ぐ
り
ま
し
た
。 

元
来
、
島
四
国
は
、
瀬
戸
内
の
各
島
で。

よ
く
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
興
居

島
の
特
筆
す
べ
き
は
、
お
せ
っ
た
い
の
姿

に
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
多
く
の
参
拝
者
で

に
ぎ
わ
う
興
居
島
の
お
四
国
参
り
で
は
、

お
参
り
の
人
々
を
島
の
誰
も
が
歓
迎
し
、

も
て
な
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
島
び
と

の
自
然
な
姿
に
ふ
れ
て
い
た
だ
き
、
来
年

は
ぜ
ひ
本
物
に
参
加
い
た
だ
こ
う
と
の
趣

向
で
今
回
コ
ー
ス
設
定
し
た
も
の
で
す

協
会
で
は
、
今
後
も
忽
那
９
島
そ
れ
ぞ

れ
の
楽
し
み
方
を
さ
ら
に
追
求
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
、
お
楽
し
み
に
。

白装束のお先達さんらが先導して 

主な札所をめぐりました 

【秋の島めぐりクルージングを終えて】 

２年目にして８ クルー☆☆☆

ジング』

島のクルーズを終えた『島めぐり

事業ですが、残すは最大規模の島 中島。３年目の集大

成は、「中島を丸ごと 隅から隅までめぐるコース」を仕立て、

魅力を存分に味わっていただきたいと考えていま

で実施した３回のクルージングでいただきました参

加者のみなさんからの生の声などを参考に、「楽しく」「おいし

「のんびりできて」「ためになり」「また来たくなる」ような

素敵なツアーを開催したいと思いますので、乞うご期待☆☆☆ 

忽那諸島の

す。これま

く」

赤い前掛けが愛らしいお地蔵さま 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『マップ作成作業 始まる』島のイラストマップ／マップ作成部会
松山離島振興協会では、昨年度に引き続き、今年度「秋の島めぐりクルー 

ジング」で訪れた各島のイラストマップを作成します。今回作成するのは怒 

和島・二神島・津和地島・釣島・興居島の５島のイラストマップで、体裁は 

Ａ４版両面カラー刷り、作成部数はそれぞれ２０００枚です。なお、興居島 

については、島四国を案内する冊子型のガイドマップを併せて作成する予定 

です。イラストマップでは、小学３年生の「忽那しまゆき」、しまゆきの叔 

父にあたる大学の先生「河野しま二朗」、しま二朗の教え子の女子学生「媛 

野せとか」の３人が、各島の魅力や見どころなどをお伝えします。 

『島のみかんはおいしいよ!!』みかん出荷カレンダー／忽那諸島 
極早生みかんから始まり早生品種へと、島のみかんが次々と市場に出回り始めました。各島とも、朝早

くから夜遅くまで、集出荷の作業に追われています。島というかんきつ栽培に最も適した環境の中で、手

間を惜しまず、決して妥協もせず、丹精込めて作られた忽那ブランドのみかんですから、おいしくないわ

けがありません。他県、他都市への販売戦略はもちろんですが、地産池消の言葉どおり、地元消費も大事

なことですので、みなさん、毎日みかんを食べて、健康に、そして特に女性はきれいになりましょう。 
 

 
 

十
一
月
十
五
日
、
木
曜
日
、
中
学
生

と
松
山
離
島
振
興
協
会
理
事
と
の
意
見

交
換
会
が
、
興
居
島
中
学
校
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
興
居
島

中
学
校
の
全
生
徒
二
十
五
人
に
、
中
島

中
学
校
か
ら
生
徒
三
十
一
人
、
市
の
離

島
振
興
担
当
で
あ
る
企
画
政
策
課
職
員

二
人
、
そ
し
て
協
会
の
興
居
島
を
中
心

と
し
た
理
事
十
一
人
を
加
え
た
六
十
九

人
が
一
堂
に
会
し
、
島
の
将
来
に
つ
い

て
意
見
を
交
換
し
合
い
ま
し
た
。 

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
市
の
行
う
「
み

ん
な
の
松
山
わ
い
わ
い
ト
ー
ク
事
業
」

を
活
用
し
、
今
年
一
月
に
中
島
中
学
校

で
開
催
し
た
も
の
の
第
２
弾
で
、
協
会

の
活
動
に
加
え
、
市
の
行
う
政
策
も
同

時
に
学
べ
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

温州みかん＝極早生…１０月上旬～同下旬／早 生…１１月上旬～同下旬 

子どもたちの目線から新たな取り組みが

生まれ実行できることを期待しています

協
会
で
は
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
と
の
意
見
交
換

の
場
を
積
極
的
に
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

８
班
に
分
か
れ
行
わ
れ
た
話
し
合
い

の
終
了
後
に
は
、
班
別
の
報
告
が
以
下

の
と
お
り
な
さ
れ
ま
し
た
。
各
班
か
ら

は
、「
仕
事
場
の
減
に
伴
う
人
口
減
少
が

顕
著
で
あ
る
」「
船
賃
が
高
い
の
で
橋
が

あ
っ
た
ら
い
い
」「
荒
地
を
活
用
し
て
収

益
が
増
加
す
る
よ
う
な
方
策
を
考
え
て

み
て
ほ
し
い
」「
農
業
以
外
、
あ
る
い
は

農
業
を
生
か
し
た
事
業
で
収
入
の
上
が

る
仕
事
は
な
い
だ
ろ
う
か
」「
み
か
ん
狩

り
な
ど
島
の
自
然
を
生
か
し
た
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
」
並
び
に
「
交
流
事
業
の
開
催
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
、

熱
い
議
論
の
中
、
第
２
回
と
な
る
意
見

交
換
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

協会の活動や取り組みを紹介する田中会長 

      中 生…１２月上旬～同下旬／晩 生…１２月下旬～１月中旬

紅まどんな…１２月上旬～同下旬 ／ 宮内伊予柑…１月上旬～３月下旬 
デ コ ポ ン…１月中旬～３月下旬 ／ は る み…１月下旬～３月中旬 

は る か…２月上旬～３月下旬 ／ せ と か…２月下旬～３月下旬 
清 見…３月下旬～４月下旬 ／ ｶﾗﾏﾝﾀﾞﾘﾝ…４月下旬～５月下旬 



 
 

 

【地域産業部】 
 

毎月第４日曜日は「道後湯あがり朝市」の

日です。道後商店街に隣接する石畳の「にき

たつの路」には、毎回、緑色のテントが５０

張り以上も並びます。 

その中にあって、松山離島振興協会の２張

りのテントは、いつも大盛況。常連さんも付

きはじめ、毎月の出展を待ちわびるお客さん

もいらっしゃいます。 

 あなたも手作りのものを出展し、一緒に販

売してみませんか。 

 

《お問い合わせ・お申し込み》 

事務局長 俊成雅直 

 ℡997-2189 

 

  

 

【観光振興部】
 

 １０月１４日・１５日、「松山しまサミッ

ト」でご縁のできた江良氏の住む山口県の周

防大島にお邪魔しました。正式には屋代島と

いう名を持ち瀬戸内海で３番目に大きな周

防大島は、離島振興法策定に関わった民俗学

者の宮本常一さんの出身地であり、作詞家の

星野哲郎さんを輩出した島でもあります。 

今回の訪問は、離島人材育成基金の助成事

業により実施したもので、次回は周防大島側

からの訪問をいただくことになっています。

   《お問い合わせ・お申し込み》 

副部長 中矢章敬 

℡951-0128 

 

   
   

 

   
 

【生活環境部】 
 

現在、愛媛県では「おためし移住（モニタ

ー・ステイ）」の参加者を募集しています。

これは、四国四県が定住促進の一環とし

て、東京・大阪の大都市圏の都市住民に１週

間程度の「四国暮らし」を体験してもらう試

みです。詳しくは生活環境部まで。 

 

《お問い合わせ・お申し込み》 

部長 田中 治 ℡998-0243 

 

【教育振興部】
 

 教育振興部が実施した興居島中学校での

意見交換会。島の将来を託す子どもたちの健

やかな成長は、島にとって最も大切で何より

力を注ぐべき事柄であると思っています。 

忽那の島々、これからも子どもたちの楽し

そうな声が満つる島であり続けますように。

 

《お問い合わせ・お申し込み》 

副部長 金澤泰子 ℡945-3408 

ホームページは さらに詳しい情報が満載です!! 
http://iland-matsuyama.infoseek.ne.jp 

☆ 松山離島振興協会は、会員のみなさんの会費によって運営されています☆ 

☆ あなたも会員になって、いっしょに活動してみませんか☆ 


